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聖書は、創造者なる神の「知恵、知識、真理の宝庫」 

「直ぐな心で（ヨシェル）」、聖書に向かう者は多くの宝を見つけ、何よりも神に出会う 
   詩篇119：7、エペソ人6：5「真心から」、マタイ13：44－46 

しかし、深く知ること「知識」をどれほど積んでも、信じ委ねる「信仰」には至らない                        

 
 

聖書から知る今後の中東情勢                 ➞ 、  

 

 

イスラエルの捕囚と帰還 

捕囚：旧約の預言者たち、イスラエルに二度、捕囚が起こることを預言 

①605から586BCEにかけての三度のバビロン捕囚 

②70CEに始まった全世界的四散        

 

帰還：イスラエルの民が約束の地に戻されることは、神の約束であることも預言 

①の結果、538から445BCEにかけて三度の帰還 

②の結果、1948年に国連のイスラエル国家承認により、 （アリヤー）עלייה‘ ’、―ユダヤ人の

“エレツ・イスラエル（イスラエルの地）”への移民― の始まり  エゼキエル書34：13 

 

エゼキエル書37章 

「干からびた骨」の預言、二段階で起こるイスラエルの復興 

1－8節   1．不信仰のまま、約束の地に帰還 

9－14節   2．聖霊による霊の覚醒 

15－28節  一国家として全世界的に参集されることを預言  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
聖書の預言の解釈上の原則 
聖書の預言のほとんどは、複数の出来事を「とき」の隔たりを明示しないで、 

遠未来と近未来に起こるよく似た二つ以上の預言が重なってあたかも一度に起こる 

一つの出来事のように啓示されている

 

 

イスラエル国家誕生後の中東戦争 

1．1948 5月～49 3月  イスラエル独立戦争、パレスチナ戦争（第一次中東戦争） 

2．1956  10月～57 5月 スエズ動乱（第二次） 

3．1967  6月       六日戦争（第三次） 

4．1973 10月      十月戦争（第四次） 

 

➩これ以降の出来事の予想 

1．「大中東戦争（第五次）」 

2． イスラエルの嗣業の地に関する「アブラハム契約」の成就 

3．「ゴグ・マゴグの戦い」 

4． 艱難期の始まり 

5．「バビロンの秘義」宗教の興隆 

6． 艱難期中期、反キリスト、平和条約破棄、世界統一政府樹立 

7． 信徒の携挙とキリストの再臨 

8．「ハルマゲドンの戦い」 
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パレスチナの歴史 

「パレスチナ」は移住の意 “パラシュ” に由来する “ペレシェテ（ペリシテ）” からの派生語 

63BCE ローマ帝国、“エレツ・イスラエル”を征服 

70CE  ローマの将軍タイタス、エルサレムを破壊、ユダヤ人国外四散 

ローマ、“エレツ・イスラエル”をイスラエルの終生の敵ペリシテに因んで  “ペレシェテ”、

「パレスチナ」と改名 

138CE  ユダヤ人の謀反「バル・コクバの乱」平定後、この名、公式名に 

十九世紀 ユダヤ人、聖地“エレツ・イスラエル”に戻り始める 

周辺のアラブ人、―古代エドム人の子孫、後世のイドミヤ人― も聖地に移住を始める 

イスラエル独立戦争（1948年）の間、イスラエルには七十万人以上のアラブ人在住 

終戦後、ヨルダンとエジプト、ガザ地区と西岸地区に、パレスチナ難民を強制的に住まわせた 

 
イスラエル独立戦争 

オバデヤ書1：7 

今日のパレスチナ人の実態を描写 

「パレスチナ人」とは、同胞のアラブ人諸国の策略によって終生、難民とさせられた人々 

イスラム教徒には、ユダヤ人国家の存在は、アラーの神と経典『コラーン』への直接の脅威 

過激的なイスラム教徒ら、口述集『ハディース』の教えを信じ、「イスラム教徒にとって、ユダ

ヤ人とクリスチャンを殺すこと、ユダヤ人撲滅はアラーの神の聖戦」と主張  ハディース9：29 

➩神の言葉『聖書』の真理を冒涜 

 

エゼキエル書35：12－15 

陰謀をすべてご存知の神、敵からイスラエルの領土を取り戻し、敵に裁きを下されることを明言 

「イスラエルの山々」は、今日紛争の焦点となっている「ゴラン高原」、「西岸地区」の山々 

 

パレスチナ自治政府、2012年に、国連総会で、「オブザーバー国家」に格上げ 

2013年の春、パレスチナ、イスラエル間の和平交渉再開、 

しかし、2014年に決裂 

 

 
神のご計画の預言的時間帯 

エゼキエル書36：12 

イスラエル、「古代の山々」を二度と手放すことはない 

 

ゼカリヤ書12：2－8 

中東紛争、― “エレツ・イスラエル” と都エルサレムの 

分割案交渉― 大艱難期の終わり、メシヤの王国が 

地上に到来するまで続く 

 

創世記12：3 

神のアブラハムへの約束   

中東の和平プロセスの背後にある神の呪い、 

―祝福しない― の宣言 

 

 

イスラエルの国境 
神がアブラハムに約束された領域にまで拡大される 

➩この戦いが「大中東戦争」 

➞ 詩篇83篇、イザヤ書17章、エレミヤ書49章、 

エゼキエル書35－37章、ヨエル書1章、アモス書1－2章、 

オバデヤ書、ゼパニヤ書、ゼカリヤ書9－11章、民数記24章 
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大中東戦争 

イザヤ書17章 

ダマスコの完全な破壊、イスラエル側の多くの人民の死を預言 

シリヤの核使用にイスラエル応報で、詩篇83篇の出来事に進展するとの類推は可能 

⇒神、陰謀を企てたイスラエルの近隣諸国に、イスラエルを用いて裁きを下される 

イスラエル、「神の武器」として用いられる  オバデヤ書18節 

 
詩篇83：2 

イスラエルの敵を、「あなたの敵どもが立ち騒ぎ、あなたを憎む者どもが頭をもたげています」

（下線付加）と描写 

2011年の初頭、「アラブの春」と名づけられた民主化運動勃発 

 

イザヤ書19：1－4 

エジプトの混乱がもっと大々的な市民戦争に進展する可能性を示唆 

 

イザヤ書17：12 

イスラエルの近隣諸国、怒涛のように押し寄せ、 

イスラエル、大変な窮地におとしめられる 

神がご介入されるのはこのとき、イスラエルに勝利がもたらされる 

➩神のご介入のタイミング：イスラエルがゴラン高原、西岸地区を失う直前！ 

 

 

詩篇83篇 

 
イスラエル史のどの出来事にも符合しない未来預言 

イスラエル、差し迫った危険に直面し、神にすがる 

 

：4－5「…さあ、彼らの国を消し去って、イスラエルの名がもはや覚えられないようにしよう… 

彼らは心を一つにして悪だくみをし、あなたに逆らって、契約を結んでいます」： 

    イスラエル国家撲滅の陰謀をはかっている者たちを描写 

    イスラエルの存在そのものにいだく脅威と神への反逆 

：6－8 イスラエルを取り巻く諸国民による反イスラエル同盟 

     

反イスラエル同盟を結ぶ国々、人々 
古代民族、群れの名と現今の国名、地名との対照 

1．「エドムの天幕の者たち」：パレスチナ人 

2．「イシュマエル人」：アラブ人 

3．「ハガル人」：イシュマエルの氏族 

4．「ツロの住民」：レバノン 

 

古代の国家名と現今の国名、地名との対照 

5．「モアブ」：ヨルダン王国中部 

6．「ゲバル」：レバノンの町 

7．「アモン」：ヨルダン王国の北部 

8．「アマレク」：シナイに至るネゲブ一帯 

9．「ペリシテ」：ガザ地区 

10．「アッシリヤ」：イラク西北部に至るシリヤ 

 

：6「ハガル人」： 

母方の名をとったイシュマエル人  歴代誌第一 5：10、：18－22 

：7「ゲバル」： 

重要なフェニキヤ人の町  列王記第一 5：18 
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：8「アッシリヤ」： 

  かつてのアッシリヤ帝国が支配した領域、シリヤからイラク西北部一帯 

「ロトの子ら」： 

アモンとモアブ 

⇒今日、イスラエルの隣接諸国は「アラブ人国家」（イスラム教徒たち） 

 

：9－12 神のご介入の歴史を回顧、再度、奇蹟的な神のご介入を嘆願 

     イスラエル、士師の時代に神がなされたように、敵を滅ぼしてくださいと懇願 
     士師記 4－8 章 

：13－16 かつて神がご介入された様子、―逃げ去る敵軍と神の恐ろしい力― をよみがえらせ、

助けを嘆願 

：17－18 結びの祈り 

     真の神と神の支配を世界中が知り、全人類が神の民と同じように神を求めることが 

     神の究極的なゴール 

 

 
 
詩篇83篇の「アッシリヤ」 
反イスラエル同盟国の一つとして登場 

アッシリヤ帝国の中心部は今日のシリヤ北部とイラク北部 

古代アッシリヤの首都ニネベと同じ領域にあるのは、今日のイラク北部の町モスル 

昨今、古代ニネベの地域を占有しているのは「クルド人」 

 
陰謀を企てる者たち 

1．「アラブの春」を背後で扇動して、諸国家の暴動者に国家を乗っ取らせる陰謀をはかったと 

思われる「ムスリム同胞団」のような急進的な集団 

2．大中東戦争勃発前に、古代アッシリヤの中心部（イラク北部とシリヤ）を反乱軍が占領 

 ⇒今日のISISの動き 

2011年のシリヤの市民戦争に乗じて、他の反乱軍と同盟を結び、古代アッシリヤの領土の

ほとんどの支配を主張 

2014年夏には、イラク西部を占拠、イラク北部をも占拠する勢い 

領土拡大の目標はレバノンの南からイスラエルに及ぶ「レバント」の占領 

➩この領域は、「大中東戦争」の結果、イスラエルが征服することになる領土 

神の御目的は、これらの紛争を通して、中東の地図を明確に書き換え、 

“エレツ・イスラエル” をアブラハムへの約束の古代領土の境界に戻すことかもしれない 

 

 
 
契約の締結とイスラエルの霊的覚醒、リバイバル 

ダニエル書9：27 

「一週の間、多くの者」との間に結ぶ「堅い契約」に言及 

おそらく、「大中東戦争」の結果、平和協定が結ばれる 

 

エゼキエル書28：26 

戦争後、イスラエルの近隣から敵対者が除かれ、 

イスラエルに平安が訪れることを預言   

➩「ゴグ・マゴグの戦い」勃発前の環境条件を満たす 

 

➞  神の言葉の究極的立証 

 

 

図 www.trackingbibleprophecy.org/speculation.php 

 


